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す
べ
て
の
湿
地
の
保
全
と
賢
明
な
利
用
の
実
現
を
目
指
し
て

「
ラ
ム
サ
ー
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
日
本
」発
足

立
て
と
一
体
と
な
っ
て
い
る
航
路
浚
渫

工
事
が
「
保
留
」
に
さ
れ
て
い
る
状
況

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
前
川
さ
ん

は
、
こ
れ
を
契
機
に
埋
め
立
て
反
対
の

運
動
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
、工
事
の「
保

留
」
を
「
中
止
」
に
追
い
込
む
決
意
を

語
り
ま
し
た
。

　

泡
瀬
の
問
題
は
、
昨
年
の
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
会
議
の
場
で
、
旧
ラ
ム
ネ
ッ
ト

と
し
て
、
日
本
に
お
け
る
重
大
な
干
潟

破
壊
の
事
例
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
会
議
前

後
の
旧
ラ
ム
ネ
ッ
ト
の
活
動
の
中
か

ら
、
沖
縄
の
現
地
の
グ
ル
ー
プ
と
東
京

で
有
明
・
諫
早
問
題
や
三
番
瀬
の
問
題

に
取
り
組
む
人
た
ち
と
の
協
力
関
係
が

深
ま
り
、
そ
の
後
の
国
会
議
員
へ
の
働

き
か
け
を
活
発
化
さ
せ
て
き
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
。
新
し
い
ラ
ム
ネ
ッ
ト
Ｊ
と

し
て
も
、
泡
瀬
干
潟
埋
め
立
て
工
事
中

止
の
た
め
に
力
を
合
わ
せ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

▲泡瀬干潟で自然観察をするエコツアー参加者。遠方に見える白い堤防状の構造物が埋め立て予定地を囲んだ「護岸」（4頁記事参照）
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ラ
ム
ネ
ッ
ト
Ｊ
設
立
総
会
開
催

　
「
水
辺
の
生
命
と
暮
ら
し
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し

て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ラ
ム
サ
ー
ル
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
日
本
の
設
立
総
会
が
4
月
29

日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
に
韓
国
で
開
催
さ
れ
た
ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
第
10
回
締
約
国
会
議

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）
に
む
け
て
、
私
た
ち
は
、

「
ラ
ム
サ
ー
ル
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
の
た
め
の
日

本
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
立
ち
上

げ
、
各
地
の
干
潟
・
湿
地
保
全
に
取
り

組
む
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
の
協
力
体
制

を
、
大
き
く
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
回
設
立
し
た
、
ラ
ム
サ
ー

ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
日
本
は
、
そ
の
成

果
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
指

し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
設
立
し
た

も
の
で
す
。

　

４
月
29
日
の
設
立
総
会
に
は
、
全
国

各
地
か
ら
31
名
が
参
加
し
、
ま
ず
、
前

半
で
、
旧
ラ
ム
ネ
ッ
ト
（
ラ
ム
サ
ー
ル

Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
の
た
め
の
日
本
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
）
の
総
括
、
会
計
報
告
を
承

認
の
上
、
活
動
を
終
結
す
る
こ
と
を
確

認
し
、
そ
の
後
、
新
た
に
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ラ
ム
サ
ー
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
日
本
」

（
略
称
ラ
ム
ネ
ッ
ト
Ｊ
）
の
設
立
を
決

議
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
正
式
の
認
可
に
は
、

通
常
３
〜
４
カ
月
程
度
の
時
間
が
か
か

り
ま
す
の
で
、
正
式
な
法
人
設
立
は
、

９
月
頃
に
な
る
予
定
で
す
。（
設
立
趣

旨
書
は
次
頁
に
掲
載
し
ま
し
た
。
総
会

の
詳
し
い
資
料
等
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
ご
覧
下
さ
い
）

沖
縄
か
ら
参
加
し
た
前
川
さ
ん
が

泡
瀬
干
潟
の
現
状
を
報
告

　

総
会
当
日
、
沖
縄
か
ら
駆
け
つ
け
た

前
川
盛
治
さ
ん
（
泡
瀬
干
潟
を
守
る
連

絡
会
事
務
局
長
／
ラ
ム
ネ
ッ
ト
Ｊ
理

事
）
に
、
泡
瀬
干
潟
の
埋
め
立
て
工
事

を
め
ぐ
る
最
新
の
状
況
を
報
告
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

事
業
者
側
は
、
今
年
１
月
か
ら
、
浚

渫
土
砂
投
入
の
工
事
を
強
行
し
て
い
ま

し
た
が
、
４
月
に
入
っ
て
、
泡
瀬
埋
め



　日本や韓国をはじめ東アジアの国々は、かつては湿地を
賢明な方法で利用していた。湿原には水田がつくられ持続
的な農業が営まれ、河川や湖沼は内水面漁業や舟運に利用
され、遊水池、貯水池として治水、利水の役割も担ってい
た。干潟や藻場、浅海域、サンゴ礁では持続的な沿岸漁業
が営まれ、豊かな漁獲があり多くの海産物が得られた。こ
れらの湿地には、栽培植物や漁獲対象種ばかりでなく、様々
な生物が数多く生育、生息し、湿地の生物多様性を保持し、
水辺の生命と暮らしのつながりを形作ってきた。
　しかし、国家政策として、第一次産業よりも製造業や重
化学工業による経済発展が重視されるようになると、湿原
や干潟は埋め立てられ、工場用地や住宅地などに姿を変え
ていった。減反政策で水田面積が減少し、一方では、農薬
が多用され生物相は貧弱になった。各地で湿地を守る市民
運動がくり広げられ、いくつかの湿地は保全されたが、多
くの重要な湿地が失われている。 
　私たちは、2008年3月に「ラムサールCOP10のための
日本NGOネットワーク」を設立し、韓国のNGOとともに

「世界NGO湿地会議」（2008年10月）を開催し、スンチ
ョンNGO宣言の採択、「世界湿地ネットワーク（WWN）」
の発足、地域に根ざしたNGOのかつてない協力、協働の
広がりなど、大きな成果を上げた。また、続いて開催され
た第10回ラムサール条約締約国会議に参加し、「水田決議」
の提案と採択など、NGOの立場で条約の実行と湿地の保
全に貢献した。

　私たちは、「ラムサールCOP10のための日本NGOネッ
トワーク」の活動によって得られた成果を引き継ぎ発展さ
せることが、日本の湿地保護運動にとって不可欠であると
の認識と合意に至ったことから、その後継組織として「ラ
ムサール・ネットワーク日本」を設立し、地域に根ざした
湿地保護運動を継続し発展させることを決意した。
　「ラムサール・ネットワーク日本」は、日本各地で、湿原、
河川、湖沼、水田、ため池、砂浜、干潟、浅海域、サンゴ礁、
マングローブ林などの湿地にかかわる地域の環境NGOや
個人から成り立っている。その目標は「地域の草の根グルー
プと連携し、湿地にかかわるNGOのネットワークを運営
し、ラムサール条約にもとづく考え方・方法により、すべ
ての湿地の保全、再生、賢明な利用を実現する」ことである。
この目標を実現するため、地域の湿地NGO、世界のNGO
と連携し、ラムサール条約を有効に活用し、政策提言を行
い、農林漁業との関係を重視し、一般への普及教育をすす
めるなど、多くの行動が必要とされている。
　私たちは「ラムサール・ネットワーク日本」を広く会員
に開かれた組織として設立し、各地域で湿地保護に活動す
る多くのグループ、個人の意見を取り入れ、その活動を世
界につなぎ、湿地の生物多様性を守り、賢明に利用し、未
来の世代に引き継いでいきたいと考えている。

2009年4月29日
「ラムサール・ネットワーク日本」

設立総会参加者一同

ラムサール・ネットワーク日本　─水辺の生命と暮らしのネットワーク─
設 立 趣 意 書

　

皆
さ
ま
と
と
も
に
「
ラ
ム
サ
ー
ル
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
日
本
」（
略
称
、
ラ
ム

ネ
ッ
ト
Ｊ
）
の
設
立
を
祝
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
前
身
の
「
ラ
ム
サ
ー
ル
Ｃ
Ｏ

Ｐ
10
の
た
め
の
日
本
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
は
、
日
韓
Ｎ
Ｇ
Ｏ
湿
地
フ
ォ
ー

ラ
ム
、世
界
Ｎ
Ｇ
Ｏ
湿
地
会
議
の
開
催
、

ラ
ム
サ
ー
ル
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
で
の
サ
イ
ド
・

イ
ベ
ン
ト
、
ブ
ー
ス
展
示
、
湿
地
資
料

集
の
作
成
な
ど
大
き
な
成
果
を
上
げ
、

こ
の
ラ
ム
ネ
ッ
ト
Ｊ
へ
と
発
展
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ラ
ム
ネ
ッ
ト
Ｊ
は
、
地
域
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

や
個
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、
日

本
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
セ
ン
タ
ー
の
役
割

を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
地
域
Ｎ
Ｇ

Ｏ
と
ラ
ム
ネ
ッ
ト
Ｊ
は
、
湿
地
保
護
の

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
目
的
の
達
成
に

向
け
て
協
働
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
際

的
に
は
、世
界
湿
地
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
Ｗ

Ｗ
Ｎ
）
と
連
携
し
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

や
生
物
多
様
性
条
約
（
Ｃ
Ｂ
Ｄ
）
を
活

用
し
て
、
湿
地
の
生
物
多
様
性
を
守
り

賢
明
に
利
用
す
る
活
動
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
日
本
の
各
地
で
個
別
に
頑
張
っ

て
き
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
、
隣
人
の
韓
国
や
ア

ジ
ア
、
そ
し
て
世
界
の
グ
ル
ー
プ
と
つ

な
が
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。
こ
こ
に
、

ラ
ム
ネ
ッ
ト
Ｊ
の
存
在
の
大
き
な
意
義

が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
ラ
ム
ネ
ッ
ト
Ｊ
は
、
組
織
と

し
て
の
基
盤
を
固
め
る
た
め
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
理
事
会
や

事
務
局
、
常
設
委
員
会
な
ど
、
堅
苦
し

い
名
前
で
す
が
、
役
割
の
分
担
を
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
組
織
は
ル
ー
ル（
定
款
、

規
約
）
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
役
員
は

あ
る
程
度
の
任
期
を
終
え
る
と
順
次
交

代
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
若
い
世
代
の
積
極
的
な
参

加
を
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
若
い
世
代
の
参
加
を
、
ラ
ム
ネ
ッ

ト
Ｊ
の
柱
の
ひ
と
つ
に
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

５
月
に
は
、
文
京
区
本
駒
込
に
事
務

所
を
構
え
ま
し
た
。
い
ず
れ
常
駐
の
ス

タ
ッ
フ
を
配
置
で
き
る
よ
う
に
、
経
済

的
な
基
盤
も
整
え
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
地
域
の
湿
地
を
守
る
活
動

と
の
協
働
、
さ
ら
に
は
、
２
０
１
０
年

の
名
古
屋
で
の
生
物
多
様
性
条
約
会
議
、

２
０
１
２
年
の
ル
ー
マ
ニ
ア
で
の
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
会
議
な
ど
、
や
る
べ
き
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
り
、
生
ま
れ
た
て
の

ラ
ム
ネ
ッ
ト
Ｊ
は
、
大
き
な
夢
と
希
望

に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
、
積

極
的
な
ご
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

「
ラ
ム
サ
ー
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
日
本
」の

発
足
に
あ
た
っ
て
　�

ラ
ム
ネ
ッ
ト
Ｊ
共
同
代
表
　
花
輪
伸
一

2



下
し
、
環
境
へ
の
負
荷
、
生
物
多
様
性
の
低
下
、

そ
し
て
持
続
可
能
で
な
い
土
地
利
用
方
法
の
３

つ
の
面
で
大
き
な
問
題
と
な
り
ま
し
た
（
写
真

２
）。
現
在
は
持
続
可
能
な
農
業
と
生
物
多
様

性
の
保
全
再
生
の
取
り
組
み
が
積
極
的
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
の
教
訓
は
、「
湿
地

を
乾
燥
さ
せ
、
そ
の
機
能
を
破
壊
し
て
し
ま
う

土
地
利
用
は
、
長
持
ち
し
な
い
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
れ
は
畑
作
中
心
の
欧
米
で
は
、
湿
地

を
農
地
利
用
す
る
と
き
に
は
避
け
が
た
い
困
難

な
問
題
で
す
。
一
方
、
湿
地
植
物
の
稲
を
水
を

張
っ
た
水
田
で
栽
培
す
る
日
本
（
ア
ジ
ア
）
で

は
、
数
千
年
に
も
わ
た
っ
て
湿
地
を
利
用
し
続

け
て
き
ま
し
た
。
農
地
と
湿
地
の
顔
を
併
せ
持

つ
水
田
は
、
湿
地
の
持
続
的
な
利
用
を
可
能
と

す
る
高
い
能
力
を
秘
め
て
い
ま
す
。

生物多様性と湿地保全

　

ラ
ム
サ
ー
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
日

本
で
は
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
Ｃ
Ｏ
Ｐ

10
の
成
果
を
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
に
つ

な
げ
、
湿
地
の
生
物
多
様
性
を
守
る

こ
と
を
目
標
の
一
つ
に
し
て
い
ま

す
。
湿
地
が
生
物
多
様
性
の
大
き
な

部
分
を
支
え
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

こ
の
二
つ
の
条
約
は
共
同
作
業
計
画

を
作
成
、
実
施
し
、
湿
地
部
門
で
は

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
が
リ
ー
ド
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

来
年
に
迫
っ
た
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10

で
も
湿
地
の
問
題
を
大
き
く
取
り
上

げ
、
湿
地
の
賢
明
な
利
用
を
進
め
る

た
め
に
、
ラ
ム
ネ
ッ
ト
Ｊ
で
は
6
月

6
日
に
東
京
・
渋
谷
の
地
球
環
境

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
プ
ラ
ザ
で
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
「
湿
地
の
生
物
多
様
性

─
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
か
ら
見
る
」
を

開
催
し
ま
す
。
生
物
多
様
性
や
湿
地

保
護
に
関
心
の
あ
る
一
般
の
方
向
け

の
企
画
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
同
日
の
夜
と
翌
日
の
２
日

間
、
ラ
ム
ネ
ッ
ト
Ｊ
の
今
後
の
活
動

計
画
を
検
討
す
る
「
ラ
ム
ネ
ッ
ト
Ｊ

キ
ッ
ク
オ
フ
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を

開
催
し
ま
す
。
こ
ち
ら
は
ラ
ム
ネ
ッ

ト
Ｊ
の
関
係
者
向
け
の
企
画
で
す

が
、
関
心
の
あ
る
方
は
ど
な
た
で
も

ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
詳
し
く
は

左
欄
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

ワークショップ
湿地の生物多様性─ラムサール条約から見る

●日　時：6月6日（土）13：00 〜 17：00
●場　所：地球環境パートナーシッププラザ  展示スペース
　　　　　　東京都渋谷区神宮前5-53-70国連大学1F
●対　象：湿地／CBD関連NGO・企業・そのほか一般の人
●参加費：資料代500円（ラムネットＪ会員と学生は無料）
●内　容
	 1.	 挨拶とラムサール・ネットワーク日本活動紹介　　　
		  　　花輪伸一（ラムサール・ネットワーク日本共同代表）
	 2.	 生物多様性条約とCBD市民ネットの取り組み
		  　　道家哲平（IUCNJ ／ NACSJ ／ CBD市民ネット）
	 3.	 ラムサール条約日本の取り組み　
		  　　尼子直輝（環境省野生生物課）
	 4.	 ラムサール条約COP10の活動の成果　　
		  　「水田決議関連の活動を通して」
		  　　呉地正行（ラムサール・ネットワーク日本共同代表）
	 5.	 パネルディスカッション　
		  「私たちがCBDCOP10で実現させたいこと」
		  　　伊藤よしの／柏木　実／菅波　完／橋部佳紀 
		  　　堀　良一
	 6.	 知念良吉さんのライブ

ラムネットＪキックオフ・ミーティング
●日　時：6月6日（土）18：30 〜 21：00
　　　　　6月7日（日）9：30 〜 15：00
●場　所：雑司が谷（ぞうしがや）地域文化創造館  第2会議室
　　　　　　東京都豊島区雑司が谷3-1-7
　　　　　　千登世橋教育文化センター内
●内　容：ラムネットＪの活動計画の検討と策定

お問い合わせ：ラムサール・ネットワーク日本  事務局
　TEL 03-5842-1882　E-mail  info ramnet-j.org

　

２
０
０
７
年
６
月
～
７
月
に
、「
生
物
多
様

性
と
持
続
的
発
展
―
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お

け
る
湿
地
の
保
全
再
生
を
巡
る
生
態
的
・
社
会

的
・
経
済
的
課
題
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

等
（
東
大
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の

共
催
）
が
開
催
さ
れ
、
参
加
す
る
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
の
目
的
は
日
欧
の
湿
地
の
保
全
・
再
生
や

持
続
的
な
地
域
社
会
の
建
設
を
め
ざ
す
先
進
的

な
研
究
・
実
践・
政
策
を
広
く
伝
え
る
た
め
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
関
連
各
分
野
の
人
々
に
よ
る
湿

地
の
保
全
・
再
生
の
現
状
と
未
来
を
議
論
す
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、及
び
特
色
あ
る
湿
地
保
全
・

再
生
の
現
地
視
察
で
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

と
現
地
視
察
は
ド
イ
ツ
南
部
の
バ
イ
エ
ル
ン
州

で
、
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
北
東
部
の
首
都
ベ

ル
リ
ン
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
そ
れ
に
引
き

続
き
、
ド
イ
ツ
北
部
と
北
西
部
の
湿
地
を
訪
問

し
、ド
イ
ツ
国
内
の「
湿
地
巡
り
」を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
日
本
と
ド
イ
ツ
の
自
然
環
境
、
自

然
観
、
文
化
の
違
い
を
再
確
認
し
、
ま
た
日
本

の
湿
地
の
潜
在
的
な
豊
か
さ
も
強
く
感
じ
た
の

で
、
印
象
に
残
っ
た
事
例
を
い
く
つ
か
紹
介
し

ま
す
。

　

ド
イ
ツ
南
部
を
流
れ
る
ド
ナ
ウ
川
流
域
の

「
ド
ナ
ウ
・
モ
ー
ス
」
と
呼
ば
れ
る
広
い
泥
炭

湿
地
は
、
か
つ
て
は
粗
放
な
放
牧
地
と
し
て
利

用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
１
８
８
０
年
代
中
頃

か
ら
農
地
（
畑
地
）
開
発
が
始
ま
り
ま
し
た
。

排
水
路
を
作
り
地
下
水
位
を
下
げ
て
泥
炭
地
を

乾
燥
化
さ
せ
、
そ
こ
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
中
心
と

し
た
畑
作
が
大
規
模
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
約
３
ｍ
あ
っ
た
泥
炭
層

は
乾
燥
し
て
薄
く
な
り
、
現
在
で
は
30
㎝
程
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
（
写
真
１
）。
そ
の
結

果
泥
炭
中
に
蓄
積
さ
れ
て
い
た
二
酸
化
炭
素
の

発
生
源
と
な
り
、
ま
た
地
盤
が
２
ｍ
以
上
も
沈

写真１：ドナウ・モース泥炭地での
畑作開始に伴う泥炭層の劣化
右から 1777 年、1858 年、1938 年、
現在

写真 2：ドナウ・モース泥炭地での地盤沈下
この塔の先端が 1836年の地面の高さを示している。
約170年の間に泥炭地の畑地利用によって2ｍ以上
も地盤が沈下してしまった。

─ドイツで感じた日本の豊かさ─
（1）ドナウ・モース泥炭地で感じたこと

ラムネット J共同代表　呉地　正行

●
ラ
ム
ネ
ッ
ト
Ｊ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

湿
地
の
生
物
多
様
性
─
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
か
ら
見
る

６
月
６
日
／
東
京
・
地
球
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
プ
ラ
ザ
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　ラムサール・ネットワーク日本（ラムネットＪ）の会員と会費は右表のとおりです。
個人を対象とする一般会員を原則としますが、団体･企業会員としても入会できます。
経済的な支援が可能な方は、ぜひ特別会員での入会をお願いします。
　会員になるとメーリングリストに参加でき、湿地保全に関する情報交換が可能にな
ります。また、年数回発行の「ラムネットＪニュースレター」を送付いたします。
　入会を希望される方は、下の入会申込書にご記入の上、下記の送付先までファック
スか郵便でお送りください（または各項目を電子メールに書いてお送りください）。
申込書送付後に、会員種別、口数に応じた入会申込金を、下記の口座までお振り込み
願います。（恐れ入りますが、振込手数料はご負担ください）

正　会　員
会員種別
（年会費）

個人（一般会員、特別会員） 団体会員、企業会員

氏　　名 団体名

代表者 担当者所　　属
（無記入でも可）

□ 希望する　□ 希望しない
メーリングリストへの参加

住　　所
〒

電話番号

E メール

賛助会員

□ 一般（1 口 5千円）　□ 団体（1 口 1万円）　□ 特別（5万円以上）

□ 一般（1 口 2千円）　□ 団体（1 口 1万円）　□ 特別（3万円以上）
□ 企業（1 口 10万円） 

年会費
口数

※特別会員は
年間金額 口

ラムサール・ネットワーク日本  入会申込書     　（　　　　　年　　　月　　　日）

会員
種別

正会員 賛助会員
総会での議決権が

あります
総会での議決権が
ありません

一　般 1口� 5,000円 1口� 2,000円

団　体 1口� 10,000円 1口� 10,000円

特　別 50,000円 以上 30,000円 以上

企　業 − 1口�100,000円

【申込書の送付先】	ラムサール・ネットワーク日本　〒113-0021 東京都文京区本駒込4−38−1 冨士ビル2F　TEL 03-5842-1882
	 FAX 03-5842-1882　Eメール  info ramnet-j.org

【会費のお振込先】	�郵便局から　　ゆうちょ銀行  振替口座  00140-0-765702  ラムサール・ネットワーク日本�
一般銀行から　ゆうちょ銀行  〇一九（ゼロイチキュウ）店  当座預金  0765702  ラムサール・ネットワーク日本

ラムサール・ネットワーク日本  会員募集 !!ラムサール・ネットワーク日本  会員募集 !!
会員種別と入会申込金（年会費）

●
泡
瀬
・
辺
野
古
・
や
ん
ば
る
／
沖
縄
大

問
題
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た

　

大
問
題
山
積
の
沖
縄
で
す
が
、
ラ
ム
ネ

ッ
ト
Ｊ
で
は
、
そ
ん
な
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト

を
巡
る
エ
コ
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
６
名
の
女
性
陣
vs 
Ｎ
Ｇ
Ｏ

活
動
に
く
た
び
れ
た
オ
ヤ
ジ
７
名（
笑
）が

全
国
か
ら
集
ま
り
、
濃
密
な
ツ
ア
ー
と
な

り
ま
し
た
。
浦
島
悦
子
さ
ん
は
じ
め
現
地

の
皆
さ
ん
が
本
当
に
親
切
に
案
内
し
て
く

だ
さ
り
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
泡

瀬
干
潟
や
佐
敷
干
潟
で
は
、
干
潟
初
体
験

の
女
性
陣
か
ら
上
が
る
歓
声
の
ハ
ー
モ
ニ

ー
が
と
て
も
新
鮮
で
、
自
然
体
験
の
楽
し

さ
や
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
実

際
に
辺
野
古
の
海
や
泡
瀬
干
潟
を
見
て
、

こ
こ
が
埋
め
立
て
ら
れ
る
の
か
と
思
う

と
、
建
設
計
画
の
無
茶
ぶ
り
が
実
感
で
き

ま
し
た
。
高
江
の
米
軍
ヘ
リ
パ
ッ
ト
建
設

が
地
元
住
民
の
脅
威
と
な
っ
て
い
る
こ
と

も
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
沖
縄
で
は
米
軍

基
地
問
題
が
生
活
と
密
接
に
関
係
し
て
い

る
こ
と
が
実
感
で
き
、
と
て
も
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
や
ん
ば
る
の
森
で
進
む
ダ

ム
建
設
現
場
を
見
て
、
公
共
事
業
に
依
存

す
る
沖
縄
の
一
面
に
心
が
痛
み
ま
し
た
。

　

現
場
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
が
深
ま
り
、

ま
た
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
ツ

ア
ー
体
験
を
自
身
の
行
動
に
活
用
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
、
と
て
も
有
意
義
な
ツ
ア
ー

と
な
り
ま
し
た
。

（
エ
コ
ツ
ア
ー
担
当
：
陣
内
隆
之
）

●
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
ラ

プ
ソ
デ
ィ

日
時
／
場
所
：
６
月
20
日
（
土
）
13
時
30

分
・
18
時（
２
回
）／
大
阪
厚
生
年
金
会
館
、

６
月
21
日
（
日
）
17
時
／
吹
田
メ
イ
シ
ア

タ
ー
、
７
月
４
日
（
土
）
18
時
／
高
槻
現

代
劇
場
、
７
月
５
日
（
日
）
18
時
／
八
尾

プ
リ
ズ
ム
ホ
ー
ル
、
７
月
12
日
（
日
）
15

時
30
分
／
河
内
長
野
ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル　

内
容
：
公
募
で
集
ま
っ
た
市
民
１
０
０
人

が
出
演
す
る
、
諫
早
湾
干
拓
問
題
を
モ
チ

ー
フ
に
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。
国
が
公
共

事
業
の
名
の
も
と
に
、
地
域
住
民
を
分
断

し
生
活
を
破
壊
し
、
た
く
さ
ん
の
生
き
物

が
わ
け
も
わ
か
ら
ず
死
ん
で
い
き
ま
し

た
。
現
地
で
は
い
ま
も
闘
い
が
続
い
て
い

る
こ
と
を
、
歌
っ
て
踊
っ
て
、
人
間
の
心

に
訴
え
る
や
り
方
で
伝
え
ま
す
。http://

w
w

w
.parr-m

ark.jp/m
utsugoro.htm

l

問
い
合
わ
せ
：
大
島
弘
三　

T
E
L
／

F
A
X
0
9
5
7
・
5
3
・
4
5
5
7

●「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
入
門
」発
売
中

　

日
本
湿
地
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
発
行
し

た
「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
入
門
」の
販
売
を
、

ラ
ム
ネ
ッ
ト
Ｊ
が
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
こ

の
本
は
条
約
事
務
局
が
発
行
し
た
「
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
マ
ニ
ュ
ア
ル
第
４
版
」
の
邦

訳
で
、条
約
の
歴
史
や
活
用
の
仕
方
な
ど
、

条
約
の
全
体
像
が
分
か
り
や
す
く
書
か
れ

て
い
ま
す
。
購
入
ご
希
望
の
方
は
、
ラ
ム

ネ
ッ
ト
Ｊ
事
務
局
ま
で
フ
ァ
ッ
ク
ス
か
電

子
メ
ー
ル
で
、
部
数
、
送
付
先
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
代
金
は
本
と
一
緒
に
お
送

り
す
る
郵
便
振
替
用
紙
で
お
振
り
込
み
く

だ
さ
い
。
価
格
は
１
冊
１
６
０
０
円
（
送

料
込
み
）。
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